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総括班の企画として、
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所、
世田谷代田 仁慈保幼園と共催で、
シビルダイアログ・キャラバン企画「動物がつなぐ世界」

（2021年10月18日～11月14日）を実施した。

１．企画立案にあたって

イスラーム信頼学において、学術成
果の社会への還元を目指す各企画は

「シビルダイアログ・キャラバン」と
呼ばれる。シビルダイアログ（市民対
話）は、一般には行政と市民が対話を
重ねることで、多様な価値観を施策に
反映させる意思決定の過程を指すが、
信頼学では、成果還元を一般の方々と
の対話形式で行ない、かつ「キャラバ
ン」として実施場所を変えることで異
なる意見を取り入れ、精緻化を目指す
という意図からこの語を採用している。

今後さらなる国際化と少子化により
厳しさを増す我が国の研究環境のなか
で、特に若手研究者にとっては、研究
の魅力を社会に発信し、その価値を広

く認知してもらうことが求められる。
他方、地球規模での格差拡大のなかコ
ロナ禍を経験し、「分断の時代」と呼
ばれる今こそ、人類が培ってきた「生
き残り」のための英知に学ぶ必要性が
増している。そして「学術変革領域研
究」の名の通り、これまでの学術の在
り方自体を揺さぶるような、思い切っ
た方法論を試みることが信頼学の使命
でもあるという思いから、総括班のシ
ビルダイアログ担当として、本企画を
提案した。

２．「前代未聞」を具体化する

本企画は場所・対象の双方において、
全く新しいチャレンジであった。信頼
学の各イベントは水平方向の対等な関
係性という観点から、共催とする原則
をとっている。したがって、「パート
ナー」選びがシビルダイアログ成功の
鍵を握っていた。

我々が協力を仰いだのは、世田谷
区の認可保育園であった。世田谷代
田 仁慈保幼園（妹尾正教園長）は、下
北沢駅から世田谷代田駅に至る線路跡
地を利用して 2020 年 4 月に開園した。
当園は線路跡地一帯の再開発コンセ
プトである「地域共生」の拠点として、
コミュニティスペースやギャラリーが
併設され、二名の地域コーディネー
ターが常勤するなど、設立経緯、運営
体制ともにユニークな保育施設である。
そして何より、「地域とのつながりに
学ぶ」という、信頼学と共通する保育
方針のもとに運営されている。そこで、
企画の構想段階で共催を打診したとこ
ろ、ご快諾いただくことができた。

具体化のプロセスは、総括班の若手
メンバーと各班の有志研究員を中心に、
現地視察を経て「作業部会」を結成し、

シビルダイアログ・キャラバン
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【ポスター図版出典】
「唐蘭船持渡鳥獣之図」慶應義塾大学所蔵（18～

19世紀）
Harff, Arnold, Ritter von, Reisebericht , Bodleian 
Library MS. Bodl. 972（16世紀）

「普賢菩薩像」慶應義塾大学所蔵（13世紀）
Sebastian Münster, Typus Orbis Universalis  
(based on Ptolemy's World Map)（16世紀）
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企画のコンセプトに関する議論を交わ
すことからスタートした。「動物と地
中海史」というテーマは企画者自身の
案であったが、当初は全体のコンテン
ツの一部と考えていた。だが作業部会
を通じ、研究者がそれぞれ専門とする
フィールドを「異文化」として紹介し
てしまっては、信頼学の掲げる「世界
の分極化・分断化の解消」という命題
からむしろ乖離してしまうという懸念
が寄せられた。そこでテーマを「動物」
に絞り、対象を日本も含む世界へと広
げ、信頼学としての見せ方を模索すべ
きという結論に至った。動物に関して
は自然科学的アプローチのほか、人と
の関わりをとっても環境学や SDGs 的
視座もあるなかで、歴史・地域研究者
ならではの切り口で動物を介した人や
国家のつながりを提示するという方向

性に集約されたところで、「動物がつ
なぐ世界」という企画全体のタイトル
が決定した。

３．�「なんで？」から生まれる�
新しい世界�

企画内容をめぐっては、第一に双方
向性のあるイベントを目指した。すな
わち最初から完成形を提示するのでは
なく、来場者が参加することでコンテ
ンツが増え、足を運ぶたびに新しい発
見があるという仕掛けづくりである。
加えて、自ら学びを広げる機会を提供
するという立場から、パネルは絵本風
の体裁を取りながらも完全に子ども向
けとはせず、解説を充実させ、子ども
が発する疑問に大人が答えることで、
新たな気づきや学びを引き出す構成を
心掛けた。

また、新型コロナウイルスの感染者
が増加していた時期でもあり、換気効
率を念頭においた動線作りも重要で
あった。混雑を避けるため、親子講座
は事前申し込み制による人数制限を設
け、パネル解説文を冊子として持ち帰
りできるようにした。

本企画は①在園児向けワークショッ
プ（「りなたすってなんだ？」）、②親
子講座（おはなし会）、③パネル展示

（「動物がつなぐ世界」）、④参加型企画
（ハンズオンスペース・大型地図「み

んなでつなぐ世界」）という四本立て
の構成をとった。

①在園児向けワークショップ（10 月
18 日、22 日、3 クラス）では、15 世紀
のドイツ人巡礼者アーノルト・フォ

シビルダイアログ「動物がつなぐ世界」企画全体のイメージ

・どうぶつえん　いまむかし
：動物の国家間移動を通じた信頼構

築・動物学誕生史
・びょうきを「いやす」いきもの
：人類と疫病、疾病観
・親子研究・工作
：「おはなし」に基づく気づきを親子

で発展・形にする場 11月7・13日
おはなし会

（親子講座）

パネル展示
「動物がつなぐ世界」

10月18・22日
ワークショップ

「りなたすってなんだ！？」

ハンズオン
大型地図

「みんなでつなぐ世界」

11月1 ～ 14日
（土日：一般公開）

・ 前近代期の動物観
：15 世紀アーノルト・フォン・ハルフ

のエルサレム巡礼記にみえる中東
・アフリカの生物

・親子で学びを広げるスペース 
：動物・イスラーム・地図関連図書 
：AR 地球儀 ：塗り絵（動物を描いた

写本挿絵と現代的表現との比較）

・参加型企画「みんなでつなぐ世界」
：動物や生き物に関するエピソード、

学びの共有

・ 謎の生物「リナタス」と生息域マ
ダガスカルの環境

：断片的な文字情報に基づき未知
の生物を創作するワークショップ

・前近代期の動物観
：大量輸送機関確立期以前の旅行

記・地図にみえる創作上の生物
・贈答品／商品としての動物
：動物の贈呈を通じた外交
：動物の商取引
：動物の絵画的表現の時代的相違
・絵解き
：美術作品に描かれる異国の生物

文部科学省科学研究費・学術変革領域研究（A）
2020 年度〜 2024 年度
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ン・ハルフのエルサレム巡礼記にみえ
る中東・アフリカの動物を紹介しつ
つ、 断片的な文字情報に基づき、未知
の生物を創作した。

②親子講座（7 日：在園児とその家
族、13 日：一般向け）では、動物の国
家間移動を通じた信頼構築・動物学
誕生史と、疫病、疾病観を取り上げ
た。そしてこれらの「おはなし」を通
じて得た気づきや関心を、続くワーク
ショップで発展させる形式をとった。

③パネル展示（11 月 1 日～14 日、土
日に一般公開）は、前近代期の動物観

（「未知の生物との出会い」）、動物を通
じた外交史（「贈り物としての動物」）、
動 物 の 商 取 引 史（「 商 品 と し て の 動
物」）という三つの観点を軸に、「絵解
き」として動物の絵画的表現の時代的
相違、美術作品に描かれる異国の動物
の史的背景を解説した。

④ 参 加 型 企 画（ ハンズ オンス ペ ー
ス・大型地図：10月18日～11月14日）
は、自ら学びを広げる空間と位置づけ、
関連図書、スマートフォンアプリを通
じて地理情報等のデジタルコンテンツ
を表示させるAR地球儀などの資料の
ほか、動物を描いた写本挿絵と現代的
表現との比較を意図した塗り絵を設置
した。大型の世界地図は、来場者に生
き物に関するエピソードや調べた内容
を各所に貼ってもらうことで、経験や
学びを共有してもらう空間とした。

４．企画を終えて

本企画は来場者の参加によって完成
形へと向かうため、当初は不安もあっ
た。だが保育園の先生方と会合を重ね、

展示方法への助言や企画運営・広報面
での大きなサポートをいただいたこと
で、親子講座は早期に申し込みを締め
切るほどの盛況で、一般公開の四日間
を通じ、1300 人近い来場者があった。
会場が子どもたちの瑞々しい感性から
生まれた作品に彩られ、来場者のメッ
セージカードによって地図が埋められ
た最終日が最も充実し、撤収が惜しま
れるほどの状態であったことは、当初
の狙い通りの成果といえるだろう。

来場者アンケートでは、「身近な存
在を「つながり」という視点で考察す
るテーマが新しかった」、「本格的な
展示・解説内容で大人も楽しめた」な
ど、テーマ、構成双方に好意的な意見
が多く寄せられた。保育施設を舞台と
しつつも、来場者には若い世代や地元
の方々も多く、「つながりづくり」と
いうテーマ自体の持つ普遍性と時代的
ニーズが幅広い共感を得たといえる。
また、企画者と来場者がともに考え、
世界を広げるという参加型企画のコン
セプトも、現代的な価値観に合致した
と思われる。今後はキャラバンとして
アウトリーチの方法を検討しつつ、絵
本や VR などのかたちで、企画内容を
恒久的に残すことを視野に入れている。

人生で最初の社会経験の場と、最新

の学術成果を発信する研究プロジェク
トのコラボレーションという前例のな
い試みではあったが、子どもも研究者
も、「問い（なんで？）」を追求するこ
とで世界を広げたいという共通する思
いを持っている。歴史文献に言及され
る未知の生物を解明するという子ども
たちとの創造性に満ちた共同作業のな
かで、企画者自身が歴史研究の面白さ
を実感した、素晴らしい経験だった。
本企画のパートナーとしてご尽力くだ
さった世田谷代田 仁慈保幼園の先生
方に心から御礼を申し上げたい。

シビルダイアログ・キャラバン 
作業部会

野田仁・熊倉和歌子・ 
太田（塚田）絵里奈・佐藤将（AA研）・ 
本田直美（AA研）
村瀬智子（イスラーム信頼学事務局）

展 示解説文・ワークショップ講師： 
太田（塚田）絵里奈

ポ スター・パネルデザイン：本田直美
大 型世界地図製作：佐藤将
パ ネル製作： 

嘉藤慎作（AA研）・村瀬智子

運 営ディレクション：
菊地みぎわ・ 
根本京子（世田谷代田 仁慈保幼園）

ハンズオン・スペース
在園児向けワー
クショップ作品

世界地図「みんなでつなぐ世界」 おはなし会（11月13日）

会場の様子（11月6日）


